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ネットワークを利用した講義用小テストシステムの構築 

Development of a Quiz System for Lecture by Using Local Area Network 

常吉俊宏＊， 常吉高弘十 

Tosbihiro TSUNEYOSH, Takahiio ThUNEYOSHI 

Abstnut: A series of computer programs have been developed fur an on-line data-handling quiz system for lecture. 

Notebook PC based and cell phone email based cgi programs were shared in a local area network server and a local 

server inside a notebook PC which can interpret pen language. Each system can be used in a LAN connected PC 

environment for both teacher and students, or an environment of cell phones for students and a LAN connected PC only 

for teacher. Answer data transmitted from students by PC or cell phone is stored into an output file, checked with the 

right answer data ifie. and analyzed automatically to present the distribution of right and wrong answers by histogram 

and %. The program also shows all the questions and comments from students and a list of students' name who 

answered all the questions correctly in order of transmission time with the rank number This system enables us an 

easy and prompt feedback from students for further education focusing on the difficult topics for them to understand. 

It promotes high achieving students to study the lecture further and also extract questions they hesitate to ask not by 

raising their hands. 

L はじめに 

講義尺喫験の授業を行った後，あるいは，次の授業の前に， 

今回あるいは前回の授業を学生がどれだけ理解したかを確かめ

たい時が頻繁にある．テストとまではいかなくても小さなテス

トを課して正解率を取り,直後の授業の前に何らかの手を打た

ねばならないかどうかを判断したい所である．しかしながら, 

紙の小テストの集計・才幽量には相当の時間と労力を取られ，億

劫になりがちである．手を挙げさせて理解できたかどうかを尋

ねても挙手する学生の数の少ないことが多く，正確さに欠ける

場合が多い．また,復習をした学生がどの程度理解しているか

を授業直前に，紙の小テストを課し,直後の授業に生かすよう

に集計・才臨Iするのは時間的に不可能であるし，授業の最後に

小テストを課して，次の授業までに集計・把握しても，復習後

の学生では状況が異なってしまっている,これをicr（情報通信

技術うでサポートすることを計画したー 

開学からこの方，新入生全員にノートパソコンをリースしな

がら，情報系の学軍十ならそうでもないと思うが，なかなかパソ

コン利用の授業がなく学生の間に，「何のために新入生から高い

ノートパソコンを買わせたのカり というイ曹苗があることは知っ

ていたので，このノートパンコンをます葺「」用することとした. 

これらを立ち上げる契機となったのは2001年慮妾期から情報シ

ステム学軍ト 3 年次学生向けに開講した「生命と環境」である． 

これは「新カリキュラム」の中で情報システム学科との授業交

流のひとつとして私が担当することになった科目であり，それ  

まで物質奉畔科の60~80名程度の学生しか一度に教えてこなか

った私には 120 名超の学生達の＝加‘・る授業を担当することに

呆然とした記憶がある．そこで逆に授業から完全に紙をなくす

計画を立てた． 

講義には本やプリントによるテキストは設定せず，章ごとに

パワーポイントファイル（PPr）を作成，スクリーンに投影する

のと同じ詳細な図表，写真，文章を学生の手元でダウンロード

し，力ラーでも見ることができるようにした．また関連の理解

を助ける動画ファイルやエクセルファイルなども学内サーバー 

に授業専用のフォルダを設け,学生が自由にダウンロードでき

るようにした．さらに毎回の講義の最初に小テストを実施，出

席と小テストの点数を最終成績に 40A組み入才しることとした． 

また定期テストも小テストと同じようにノートパソコンを使用

し，ただ選択肢だけでなく記述式の問題を数問含めて，選択肢

番号と文章を送信させることとした一 

さらに2004年度後期からは上記交精師斗目を物質生命科学科の

学生に開講することになり，一時期ではあるが情報システム学

科3年次と物質生命科学軍ト2年次の合計140名超の＝寧‘手生に

同時開講することとなった，この数の学生が同時に聴講できる

教室は300, 302と 309であるが,いずれも学生の側に情報コン

セントが設置されていない．そこでこの時は講義用テキストと

して本を使用し，小テスト,廷誓切テストには前述の目的で作成

したノートパソコン用ソフトウェアを活用する形で，携帯電話

のメール機能を利用して行った． 

本報告では，最初にノートパソコン用に作成した小テスト・ 
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システム（PcT), 次に携帯電話メール用に作成した小テスト・ 133.88 .211 .23 
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システム（cPD,を紹介する， 133188 
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2．ノートパソコン用小テスト・システム（Ivr) 

Web上にはさまざまな，いわゆるアンケートプログラムがフリ 

ーウェアの形（著イ確は有）で公開されており，選択肢をいろ

いろな形で選んだり自由に記述ができるようになっている．そ

してその結果を集計して，選択肢ごとの棒グラフ表示から％表

示まで，多様な見やすい形で提示できるものも存在している. 

小テストシステムを最初からプログラム構築するには時間と手

間が相当かかることと，バグつぶしに膨大な時間がかかること

が想定されるため，今回の作成ではこれら既存のフリープログ

ラムの活用を試みた．今回のシステム用には，う謝尺肢入力が系

統的でシンプルなもの，データ収集力漂統的で，保存方法・形

態がシンプルなもの，転俵示がわかりやすいもの，を目指し， 

多数のプログラムの中からperl言語で記述された,主に2つの

既存のプログラム 1, のの良レ噸ろ分を結合し，本学の小テストに

適した形に幻形した. 

2. 1 学生用α丁プpグラム 

覚え易し噸単な名前の pen 記述プpグラム（uI. egi）を学

内サーバーの教員用フォルダ・授業用フォルダ内の「ThST」フ 

紐胞生物学小テス様2OO5:5:1 9（木》 

ネットに直接掻続してから、各島こ達皿答を遥び、全て解答1,た後、最後に注量し

一香下4）求タンを執,て遣信して下さい‘遥信はii酬ンか受け付けられません． 

あなたの学籍書号と名鉢を遥んで下さい。 

Ir運択してくたさい 

内でエネルギ・ーの生産を行っている糾血小島官は次のどれか選べ

▼選択してく老さい v 
‘幕柳~ 

核 
疎面小胞体 

舞血内 甥機 	， を行っている加血小器官は次のどれか遣ぺ 
ミトコンドリア 
葉繰体 
サイトゾーJレ 
細胞骨格 
細血膜 

発迦の需知内客で畳問杜点を挙げtください． 

「加血生物学皿〕誹轟に対する質園、要望、感想などを自由に書いて下さい． 

r罵胃可質事」 

図1 学生用'Uプログラム入力画面 

.041406 

.041402 

.041404 

.041405 

.041405 

4I綴 217.28217.40 鷲揺 
胃濃翻』2 】認器 
132.88.217.11 .041403 
133.88.2.17.15 .041403 
133.88.217.14 .041405 
133.88.217.20 .041如5 
133.88.217.39 .041403 
13主88.7171 ,04400 

1II‘綴繊 .04 1406.041405 
133.88.217.44, 0414G2 
招3.8し217.16 .031302 

l133.88 .211.49 
'  

.041406 l 5.05 .19〔木310 :54 .4.1.6.. 
133.88 .217.31 .04耕例 I b.05 .19(*7T0 :54 ,4,1,2,, 

I 5.35 .19（木）10 :53 .4.1,3,特になし‘特にな4 
l .5 . 05 . 19U4) 1.0 : 53 , 4. 1.2.. 
I .5.05 .1963z)10 :53 . 	.4.3. 

照子照4H・！ .041参子 '  

図2 学生用'Uプログラム・liIか杉式 

ォルダにおいた教員側で翻手融台と同寺に FIP プログラムか

らアップロードした，問題文と，セレクトボックス・ラジオボ

タン・チェックボックス・テキストボックスのパターン選択， 

各学生の学籍番号・氏名の選択肢も含めた選択肢文（解答につ

いては 4-6 つから選択），からなる入力ファイルを読み込み， 

問題・i勤そ肢を提示する（図 1)．そして出力ファイノHこ，送信

元の'Pアドレス，選択した学籍番号・氏洛，送信日該り，選択し

た遇く肢4播号群，斎良E文（質間・腿などプロジェクターに

匿名でお撮ラして（×と了解済み7)もの，と，個人的な相談冬質問

など投影しては困るもの，の 2 穣頁を別々のテキストボックス

に証丞する）を1行にまとめて送信する（図 2)．送信が正常に

できた時は「解答を受け取りましたーおつかれさま」のメッセ 

ージを表示する． 

送信の際，学生にはあらかじめイントラネットにPCを直接接

続しておくよう指示するが，これを」競せずに送信しようとす

ると，プロキシサーバーのlPアドレスが環鮫数に言古丞される

ため,プログラム中で判断して送信を拒絶し，改めてP(】を直接

難した 'P アドレスを送信させる（図 2左端），これをあとで

情報センターから送られてくる dhcpログリストを用い，蹴し

た'Pアドレスと各自のP(】のID (弊吾番号）を照合し,本人PC 

からの送信を確認 不正を」311止した‘ 

以上の送信が正常にできたかどうかを学生自身がチェックで

きるプログラムを別にいenl. cgi）用意し，出力ファイルを読

み込んで学籍番号・氏名部分だけを学籍番号順に表の形で表示

させる．なおこの小テストは現在のところ毎回 3 問ずつを課し

て解答奉約］りまで約15分程度,角覇克に約5分力功、っている．解

答作成の際目講義用 Pvrファイルなどの閲覧は許可するが，他

者との相談は禁止している， 

2.2 教員用PCrプpグラム 

このプログラム名は学生には公開しない．万ーフアイル名が見

えた場合でも昆題ないように長く馴捌しにくい名前にしておく． 

・ 
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園1：線皇内で工ネルギ・一の生産を行っている級皇小春官は次のどれか遣べ 

皆撲面小瞬 

胃霧禁農置） 

農難ii')'リア 
【61サイトゾール 
【1】舞血骨格 
“】姫血農 

百2:縄．内でタンJfク質の舎慮を行コている繕亀小器官は汝4児どれか瑠べ 
【0】懐 
ロ】陣函小血体 
【2】滑函小血体 

留柔沸舞置） 
【51 業繰体 
【6】サイトゾール
ロ】島血骨格 
【町価血豊 

園士DNAの癖造について記過ノた次の文章の中で誤っでいるのはどれか鴛べ 
【0lD"AはヌクレオチFの重合体つまりポりヌクレオチFである 
mヌクレオチドは，Jン酸とり末ース妬炭着× 塩基からなる 
【2】叫Aの骨格はりン園とリ甫ースからなる 
mDNAの君伝替編」塩基か受け特つ 
mアデニンWとグアニソ(to耳まブ1」ン塩基、シトシン(C地チミン《T”まピりミジソ塩奉 
'5】生体加pM・RMR合成は5.から3’方向におこる 
【61 2本編DNAは、5'oS’方向をt1G方ILそろえて、AとT. QとCの塩基がそれぞれ 

図3 教員用R丁プログラム・送f線画面 

TEST フォルダもデフォルトの index. htmlファイルをおいてディ

レクトリを読めなくしてある．ここでは先程のpen. cgi と同じ

ノレーチンを最初に使い, 出力フアイルを全て読み込み, 学生達の

送信をチェック・表示（図 3）しながら解答を締切る．その後, 

既製の Fri〕プログラムから正答ファイルをアップロードしたあ

と，もう一度う腎呈の教員用プログラムを更新し,出力ファイル中

の学生達の解答と,正答ファイルのデータを各問ごとにプログラ

ム内で照合，選択肢ごとに解答半徴を集計，設間の文章と退劃ミ肢

の文章に並べて正答率鷹搭：率をグラフおよび％表示する（図4). 
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問 2：~でタンバク質の合成を行，ている．り曙官は次のyれか景べ 
解答噴目 人費 	 バーせント 

長 	ロ0D' 
細」」憾体 社り 
滑面小．体 	3.......9 8% 
ゴルジ体（紐） ,-,_o 9% 
ミトコソドり7 	1.2O, ミトコソドり7 	I.20% 
組体 	ロ‘ lO' 
サイトゾ ル 	ロiOl】， 
鵬骨格 	OO（】‘ 
柳罵 	ロn0% 

陶 aD,'",精遭じス、r記述した次の文．の中r語っているのI」どr功・員べ 
解共功げ 	 入致 

叫Aはヌ勿．・’チドの重合体つまりぷリヌクレ‘チドである 	 I. 2 0% 
メクしオブドはリン醗と‘Jボ・ス（5巌贈ュ塩墨からなる 	 ．．一I 
川助骨格uリ二●とリボ スカ“1らる 	 ，ー． 
O性加）遣伝情報11堵勘’受け神つ 

轟魂君とグアニノ‘のはプリン塩‘シトンン9:)?チミンmはビリミジ 
牛用0)0)0叫・800合成は5からJ・方向しお る 

答畿畿蒜編麗鷲蕊覧ろえて A’工掌cー 

図4 槻用1て Fプログラム 

図5 教員用・学生用perおよび（アrシステムの柵各 

システムにおける各プログラム・ファイルの流れを図に示した 

（図 5 左半分）．集計・表示の段階で，理解不足あるいは言期翠し

ていそうな界題寮勤そ肢を見出し，重点説明, 注意を喚起する． 

続いて学生別の正解を集計して全間正解者を送信時刻の早い順

にリストアップし,上位3位までを枠で囲んで表示・表彰する償

金・賞品は なし）（図の．最後に投影了承済みの質間やコメン

トを匿名で表示し，これに巨塔，あるし、まコメントする（図の‘ 

b位】:041404 麟プ r 君、全問正解おめでとう！（送信時刻＝10:51) 

(2位】:041404恥事占粛り9事撃君，全問正解おめでとう！（送信時刻=10:52) 

(3位】:041401 嚇航え・二君、全問正解おめでとう！（送信時刻=10:52) 

041 400蜘“ り柵i君全問正解おめでとう！（送信時刻= 10: 54) 

(5A4 Afl か級二奮I● ◆圏il二“ま：thフル六‘だ羊担吐古II→n．にハ 

以上、全問正解者12名

コメ】ノト q)：「特になし．」 

コメ】ノトの：「覚えることが多かう勧

コメソト（3):「紹鞄器官の機能が理解しにくか

コメソト（4):「特にf.し」 

コメソト (5):「とりあえずムズイっす．」 

コメソト (9):「少しすつわかってきた」 

コメソト（7): [DNAの構造は複雑で難しいと思った．」 

・血メソト（8):「特にありません．」 

口丈ノト（9):「う少し小テストの時問を長くしてほしい．」 

ョメソト（10)げアニメーションがあってなかった．」 

コメソト（11):「全体的にいまいちよくわからない．話が進むのが少し早唾‘ 

コメント q2):「特になし1 

コメソト G3)：「工ネルギーやタソバク質を作っている細胞はたくさんあるの, 
実際にしているところをビデオ等で見てみたいです．」 

図6 教員用Iて丁プログラム・全問i瞬者舞・露月表月画面 
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3．携帯電活メール用・小テスト・システム（(Fr) 

I×】を使えない環境下でI」携帯臨舌を活用しようとした航携

者滝言和川eb4綴曾は作成当時も今も難］率・利用率・パケット料

金に不安があったのと，やはり安価なために学生が安心して常時

使用しているメール機能を用いるのが最も良いと考えられたた

め，メール活用のシステムを作或した．なお最近では全体z徴％

以下になったが，メーノ1才錨乞付き携昔電舌を持っていない学生に

対しては通常通りの紙による小テストを行った． 

al 教員用（Prプログラム 

既に作成した教員用Iぞrプログラム（2. 2）を活用するた

め，ウィンドウズ用httpd ソフトウエアりでノートR】（U）内

ロめサーバーを立ち上げた並行してPerlインタープリター 

のをP(】にインストールレ同Iて丁プログラムを（】で用に若干変

更を加え動作させた．この 2 つのソフトウェアはシステム全体

のperlプログラム開発のツールとしても活用した． 

授業の流れとしては学生に本なと鴻某体の講義あるいは実

験用テキストを持たせ，教壇のスクリーンにプロジェクターか

ら Ppr ファイMこより区俵，要点を投影する‘次の授業の最初

に，携帯電話メール機能を承開して，前回の授業の復習を兼ね

た小テストを行う．一番最初D小テストの前に教員の大学サー 

バー・メールアドレス宛てに携番号・氏名を記入したメール

を送信させる.教員は自作のアドレス抽出用プラグインをつけ

たメーラーソフトウエア（凡 Mai1句）を動作させ，受信したメ 

ール4)送信元アドレスを全て抽出レ送信先りストを但おする． 

次に小テストに対する解答書式（図 7）を，その送 

生命科学誘い5, 

合言葉：夏 

＄学番〉07140 驚

＄氏名〉織

＄答D2 

＄答2>3 
t答r)4,r. " 

＄自由〉まさかDNAがあんな簡単I 

取り出せるとは吃驚しました。 

図7（アrシステムでの学生からのメール書式・解答送信例 

信先リストに一斉送信する，織、て Web プラウザーを立ち上げ

て自らのP(】内サーバーの教員用（ユでプログラムを動作させ，プ

ロジェクターにお環うする．CPTプログラムは設置されているサー 

バー・フォルダ内の入力ファイルを読み込み，最上部に小テス

トの問題とその番号，i勤そ肢とその番号をなるべく大きく見や 

すいフオントと大きさでリストアップして表示する．学生はそ

れを見て各問題について正解と考えたi勤そ肢の番号を，送られ

てきた解答翫えに引用返信の形で指示通りの梅敏,書き込み送

信する，この時試には「合言葉」の欄があり教員がその場で

指定した言葉を書き込むにの合言鄭こ書かれていないと解答

として抽出されない，これにより授彰初、ら送信する不正を防

止した．教員はメーラーソフトウェアのプラグインを合言葉と

勝抽出用のものに付け替えて動作させ，各学生から受信した

メールから，学籍番号，氏名，解答群，質問・l献，I，を抽出し， 

学生ごとに1てうずつ csv形式で空の出カファイル中に書き加え

てゆく．メーラーソフトて授信，QYrプログラムを瑚十する度に

書き込まれたばかりの出カフアイルを読み込み，問題文，選択

肢文に続いて，解答送信者名だけを送信時刻の最新のものから

表の形で表示する‘学生はそれを見て解答が正常に送信できた

かを半新する‘角格締切り後，プログラムを更新すると，教員

用 PcT プログラムと同じルーチンで，出力ファイル井1の学生達

の解答と，フォルダ中にあらかじめ置いてあった正答ファイル

のデータを読み込み，各問ごとにプログラム内で照合 選択肢

ごとに解答半徴を集計，設問の文章と選択肢の文章に並べて正

答嘩レ誤答率をグラフおよひさン俵示する（図5右半分）．集計・

表示の段階で，理解不足あるいは謬萌翠していそうな昆題無勤ミ

肢を見出し,重点説明，注意を喚起する．続いて学生別の正解

を集計して全問正解者を送信時刻の早い順にリストアップし， 

上位 3 位まてを枠で囲んて俵示・表彰する．最後に投影了承済

みの質問やコメントを匿名で表示し，これに回答,あるいはコ

メントする．以上で使用した入力フアイノk 出力フアイノk 正

答ファイル，は全てPCIと同じ形式であり，転用が可能である． 

3.2 携帯電話メーMこよる定期テスト実施と万騒結果送信 

定期テストについても,140人だと採点処理が膨大になるため， 

同じく携替電話メール機能を利用することとした，ただしメー 

ルを利用するとカンニングも容易になるため，不正が麟紅ぐテ

スト形式にした，すなわち問題文と選択肢文をそれぞ1-I独立に， 

別途作成したプログラムにより乱数配置し，各学生ごとに学籍

番号・氏名つきで，A3版1枚ずつに出力印刷した．見顕とi醐ミ

肢の乱数配置の各ラしータは巨陽」用ファイル出力と同時に学籍番

号・氏名との対応表を作成し別ファイルに出力した．乱数配置

前の正答番号データに，この対応表を組み合わせて,各学生ご

との正答データを作成 これと定期テスト時間中に各学生の携

帯電話から送られてきた解答データ（i割そ肢問題部分のみ照合

複数の記述式問題については矧途ェクセルの当該列でセルごと

に評価して点数をつけたー）とをエクセル上で照合し，正答点数

を評価した． 

また，老切テスト後に自分4み嬢がん B,qD，あるし、ま再

試対象かを早めに知りたい学生には購が出て学務課との成

績確認が終了次第，希望のアドレスヘメール送信することとし

た．あらかじめ小テストの際の非投影の自由記述欄に成績結果

送信希望先メールアドレスを記入させておき，それを学籍番 
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号・氏名との対応で総合購表にリストアップした．万鱗責を確

認後，seridmailコマンドを加えて作成したperlプログラムを用

い，送信希望の各学生へ，授業科目名，メールアドレス，学籍

番号・氏名，総合点，順位，幡刊定結果，判定に基づいた一

定の激励コメント，のデータを一斉送信した（図8). 

《生命と環境04・後期デス 結果》 

   

《 021314 与嚇繰 様》 

《あなたは、41.8点（平均60.1九o)でfi Oi/1萎幾‘ 

《成績は再試でした．頑張って下さし寧 

／生命と環境・担当教員・常吉俊宏 

【このメ＝Iレは情報配信のみで返信は態語議楼繊 

図8 41FFシステムによる判シ団~果済送信例 

4.教室内I(丁化のメリットと課題 

今回のシステム開発は，もともとLi講裁1象学生数の突然の

増加に刻抗して，icr化により講義スタイルを一新しようとする

契機から生まれてきたものである．しかしながら実際に icr 化

してみると小テスト‘ '1‘目難が全く苦でなくなり，学生の理

解度を即座に詳細に・畿戸でき，理解度の足りなし、 あるいは誤

解している事項に対して重点説明・反復説明が間を置かずにで

き，教育指導ノマ）フィーpくックメリットが大きい，また毎回, 

講義の最初に小テストを実施すると，同時に出席を取ることに

もなるので，学生に対し毎回の講義に最初からコツコツと出て

くる習慣を促進することになっている，なお，他の講義でも使

うカードリーダーは逆に講義の最後 10'-45分前に回し，最初と

最後の出席をおさえることにより翻・早退を防止できている．  

さらに出席を含めて小テストの成漬を総合万騒の 40％に計算す

ることにより，毎回の講義の復習を促進する効果があるようで

ある．また，全問］瞬者を特に順位付けで表示することにより

万騒優良者の学習意欲をさらに高める効果があると考えられる． 

また最後に質問も送信させることにより，普通では挙手をして

しなければならない質問を気軽にできる質問促i鋤果があるよ

うである．現在ではIでrシステムを私α月旦当している全てq靖昔

舞斗目とテストに適用しており，cyrシステムはIN 環境のない

オムニバス麟の「物質生命科学織」冬りかープンキャンパス， 

各種難講座での高校生刻象のアンケートやクイズなど およ

び非常襲講師として望務している大学の講薪斗目尺嚇科目で

活用している． 

しかしながらi題も多数ありそうである．今回作成したシス

テムは，l凡用を目的としたものにはなっておらず，マニュアル

化も無論行っていない．使用にはプログラム言語とサーバーシ

ステムの理解がある程度必要であるし，常時使用しで噴れてい

ないと使いにくく，月審答者自身もしばらく使っていないと部分

的に忘れてしまうという{吻である．これを胡用化するとすれ

ば相当のテマとヒマが必要であろう．またこのシステムで現在

対応可能な問題形式Iゴ選択肢方式とテキスト入力の証丞式だけ

であり，数式やグラフなどには対応が不可能であり，特に大事

な理系の分野において適用科目がかなり限定されることになろ

う．また，現在のシステムでは授業中に突然必要を感じて小

テストを作ろうとしても時間が力功、るという欠点があり，現在, 

「随時小テスト」対応のプログラムに変更を進めようとしてい

る． 
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